
  

 

 

 

 

宿泊行事での学びは子供たちの健やかな成長につながります 
校長 松田 正昭  

今日から２学期が始まりました。子供たちの元気な声が、久しぶりに学校に戻ってきました。今年の

夏も各地で酷暑日や猛暑日を記録しました。今後も厳しい暑さが続くことが予想されますので、熱中症

への対策を始めとした暑さへの対応につきましては、十分留意して教育活動を推進してまいります。 

この夏季休業期間中の７月２８日には、熊本県熊本地方を震源とする最大震度７の大きな地震が発生

しました。また、8 月 13 日から 14 日にかけて千葉県では記録的な豪雨がありました。その後も、各地

で地震や豪雨が発生しました。この度被災された皆様には、謹んでお見舞い申し上げます。今なお不安

な日々を過ごしていることと存じます。皆様の安全と被災地の一日も早い復旧と復興、そして、子供た

ちが平穏な学校生活を早く取り戻せるよう、心よりお祈り申し上げます。 

さて、本校では、夏季休業期間中に 4 年生の館山臨海学園と 6 年生の日光林間学園が行われました。

どちらの宿泊行事も、子供たちにとっては思い出に残る行事となりました。宿泊行事には子供たちが大

きく成長する大切な要素が多く含まれています。互いのよさや個性、多様な考えを認め合うことなどに

より友情や仲間意識を芽生えさせ、よりよい人間関係を形成することができます。また、様々な集団活

動に自主的、実践的に取り組むことを通じて、よりよい集団生活の構築や社会への参画意識の向上も期

待できます。 

４年生 館山臨海学園 

 ７月２９日（水）と３０日（木）の 2 日間、千葉県館山市に行きました。

第 1 日は午後から遊泳をしました。やや風がある中でしたが、水温が高く、

子供たちは様々なプログラムにすすんで取り組みました。夜には、安全を

確認しながら花火をしました。空気が澄んでいて、また、周囲に大きな建

物もなかったので、星や星座の観察をすることができました。第２日も天

候に恵まれ、第１日に体験できなかったプログラムに挑戦しました。４年

生にとっては初めての宿泊行事でしたが、周囲の人たちのことを考えながら行動することができました。 

６年生日光林間学園 

 ８月２日（日）から４日（火）までの 3 日間、栃木県日光市周辺に行き

ました。第 1 日は大谷資料館とだいや体験館を見学し、夜は宿舎内の会場

でレクリエーションに全員で楽しく取り組みました。第２日は雨天プラン

になりましたが、足尾銅山を見学したり、華厳の滝を見学したりしました。

また、夜には日光彫体験をしました。第 3 日はガイドの方々の説明を聞き

ながら、日光東照宮を含む世界遺産の二社一寺を見学しました。3 日間を

通して雄大な自然と歴史や伝統の重み・魅力に触れることができました。友達と寝食を共にして過ごし

た日々は、小学校生活のかけがえのない素晴らしい思い出となったことと思います。 

学校では、５年生の霧ヶ峰移動教室を含め、宿泊行事での学びを通じて培われた力を２学期以降の学

校生活に生かせるよう、さらに教育活動を充実してまいります。２学期も学校の教育活動への御理解と

御協力をよろしくお願い申し上げます。 

                                                                   令和８年９月１日 

 

 

 

                         

校長 松田 正昭    


